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プロジェクトリーダーに迫る！
特集1
年輪の酸素の同位体比を使って、2,000年間の降水量の復元に成功
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空気中の水分で決まる 
年輪の酸素同位体比
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木の年輪の酸素同位体比は、空気中の水分
の影響を受けて決まる。日本のどこかに現
在生えている木も、社寺の建材になっている
木も、その年輪の酸素同位体比の変動パ
ターンは、過去の降水量の変化を反映して
いる。それを2,000年間のデータに重ね
れば、その木材の形成年代も一瞬にしてわ
かる。この技術は3,000年、4,000年前の
木にも、今後応用できる。弥生時代の気候
変動とともに、当時の集落がいつできたの
か、どの水害で崩壊したのかもわかる。日本
の歴史を塗り替えるのではないか
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話し手●中塚 武（地球研教授）
聞き手●遠藤愛子（地球研准教授）＋渡辺一生（地球研プロジェクト研究員）
研究プロジェクト●高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索
木材年輪の酸素同位体比を
測定するための分析装置
3大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
（左から）なかつ ・たけし専門は同位体地球化学、古気候学、海洋生物地球化学。 「高分解能古気候学と歴史 考古 の連携による気候変動に強い社会システムの探索」プロジェクト・リーダー。二〇一三年から研に在籍。えんどう・あいこ専門は水産経済学、 海洋政策学。研究プロジェクト 「アジア環太平洋地域の人間環境安全保障──水・エネルギー・食料連環」共同リーダー。二〇一三年から地球研に在籍。わたなべ・かずお専門は農学、 地理情報学、 東南アジア地域研究。 研究プロジェクト「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティ の向上」プロジェクト研究員。 二〇一三年から地球研に在籍。
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弥生時代末期、古墳時代末期、 
南北朝動乱期など400年に1度、 
気候は激しく変動
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気候変動が招来した飢饉が 
社会変動を引き起こした結果か
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編集●遠藤愛子
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特集1
気候変動と渡来人、 
稲作との関係などにも 
発展、波及するのではないか
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急激な気候変動を 
技術革新や資源消費に置き換え
ると地球環境問題の設問になる
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年輪の酸素の同位体比を使って、
2,000年間の降水量の復元に成功　
プロジェクトリーダーに迫る！
年輪研究に用いられる屋久杉の円盤
5大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
現在を扱うからこそ、 
歴史を学ぶ価値がある
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 年ごとの測定値　　　 5年移動平均値旱魃
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変動の周期性を理解するためのウェーブレット解析図
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変動の周期
（年）
年輪酸素同位体比
200
中部日本におけるヒノキ年輪酸素同位体比の変動とその周期性の変遷
（次ページに続く）
約400年に一度、降水量の数十年周期での変動が激しくなる時代が訪れ、そのたびに日本の政治システムが大きく変わる動乱期を迎えたことがわかります
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トランス・ディシプリナリティの 
実践で現代社会に貢献したい
遠藤●?????????????????
????????
中塚●????????????????
?????????????????
??????????????????
?????
遠藤●?????????????????
???????????????????
???????????????????
??????????????????
中塚●?????????????????
??????????????????
渡辺●??????????????????
???????????????????
?????????????????
中塚●??????????
?????????????
??????????????
????????????1?
?????????????
????????????
?????????????
?????????????
?????????????
?????????????
???????????
?????????????
???????????????????
?????????????
???????????????????
??????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????
遠藤●?????????????????
????????????
中塚●????????????????
???????????????????
渡辺●????????????????
??????????????????
中塚●????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
????????????????????
?????????????????????
??????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
????????????????10?
???????????????????
???????????????????
遠藤●?????????????????
????????????????
中塚●???????????????
（2014年5月13日　プロジェクト研究室にて）
年輪の酸素の同位体比を使って、
2,000年間の降水量の
復元に成功　
特集1
＊1 北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生産に与える影響評価（2009年度終了）
近世日本の気候変動に対する人びと
の対応が記された古文書。虫食いだら
けの冊子をていねいに読み解きます
プロジェクトリーダーに迫る！
7大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
特集2
地球研リモートセンシング・ワークショップを終えて
技術を知る、アイディアを拡げる
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ワークショップのプログラム
2014年6月12日　〈地球研セミナー室3・4〉
趣旨説明　リモートセンシングってなに？
第１部　リモートセンシングの最前線
リモートセンシングによる
複合データ解析の活用事例
　　 ……………………… 山下浩二＋生駒舞子
　　……………………… コメント：手代木功基
マイクロ波衛星画像を用いた土地利用・
土地被覆解析──スマトラ島の泥炭湿地を
事例として …………………………… 渡辺一生
＊ダイニングにてコーヒーブレイク
第２部　１人５分のライトニングトーク
①遺跡を見つけてリモセンすると … 近藤康久
②都市・地域分析におけるグローバルGISデー
タの活用事例の紹介 ……………… 内山愉太
③webGISを用いたナラティブとGISデータの
統合 ………………………………… 竹村紫苑
④CRP保有の衛星画像のご紹介 … 熊澤輝一
＊一巡後にディスカッション
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手代木さんに、ワークショップの感想をきいてみよう。
話し手●手代木功基（地球研プロジェクト研究員）　聞き手●近藤康久
対談
その１
＊1  研究高度化支援センターでは、リモートセンシング・ソフトウェアを紹介するセミナーを年に1、2回実
施してきた。ここでふれられているのは、2013年6月25日開催のENVI/SARscopeセミナーである。
報告者    近藤康久（地球研准教授）
（次ページに続く）
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■ 技術導入の敷居を下げる
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■ ライトニングトークで研究手法をシェア
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●ワークショップの内容はやさしかった
●リモートセンシングを用いた最先端の研究事例について
　知ることができたのは有益だった
●制限時間 5 分というライトニングトークの発表形式は、
　ワークショップの内容にふさわしいものだった
●ライトニングトークで新しい知的発見があった
●今後、自分もリモートセンシングを使った研究をしてみたい
■…………とてもそう思う
■…………ややそう思う
■…………どちらともいえない
■…………あまりそう思わない
■…………まったくそう思わない
1 2 3 4 5 6 7 8 9 （人）
情報基盤部門のワークショップで、
今後、取り上げてほしいテーマ
ワークショップの感想
●１位 ６票 
　地理情報システム（G IS）＊2
●２位 ５票 　データベース
●３位 ４票
　衛星測位システム（GPS、 GNSS）
　オントロジー
　（コンピュータによる概念体系の認識）
　オープンデータ
●６位 １票 
　ソーシャルメディア
　FOSS4G（オープンソースのGIS）
　R（統計ツール）
地球研リモートセンシング・ワークショップを終えて
技術を知る、
アイディアを拡げる
＊２  地理情報システムは、コンピュー
タで地図を作成・表示・分析するシス
テムまたはソフトウェアのこと。
9大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
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「上空の視点」と「地上の目」で
地球環境を探る
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（2014年6月24日　プロジェクト研究室にて）
報告者・聞き手こんどう やすひさ専門は考古学と空間情報科学。研究高度化支援センター准教授。二〇一四年から地球研に在籍。話し手てしろぎ・こうき専門は自然地理学。二〇一二年から地球研に在籍。 「砂漠化をめぐる風と人と土」
プ
ロ
ジ
ェクトで
乾燥地域の植生景観にかんする研究に取り組んでいる。わたなべ・ ずお（３ページ参照）
渡辺さんに、研究のことをもっときいてみよう。
話し手●渡辺一生（地球研プロジェクト研究員）　聞き手●近藤康久
対談
その2
???????????????????
???????????????????
???????????????????
????????????????????
?????????
（2014年6月18日　プロジェクト研究室にて）
近藤●?????????????????
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渡辺●?????????????????
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???????????????????
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リモートセンシングについてもっと知りたい人は
● 一般財団法人リモートセンシング技術センタ （ーRESTEC）のウェブサイト
    http://www.restec.or.jp/knowledge/index.html
●『リモートセンシング読本』 岩男弘毅著、 社団法人日本測量協会刊、 2005年
＊３  『熱帯バイオマス社会の再生──インドネシアの泥
炭湿地から』講座　生存基盤論4. 川井秀一・水野広祐・
藤田素子編、京都大学学術出版会、2012年。
＊４  機関連携FS「熱帯泥炭地域社会再生に向けた国際的
研究ハブの構築と未来の可能性に向けた地域将来像の提
案」FS責任者：水野広祐・京都大学東南アジア研究所教授。
特集2
連載
前略  地球研殿 —— いま、こんなことをしています
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留学先で得たグローバルな友情と人脈は「人生の宝」
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斬新な視野をもつ研究者になるための修行期間
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グロ バール人材を育てる
世界と向き合う教育をめざして
細谷 葵（お茶の水女子大学グローバル人材育成推進センター 特任講師）
2014年4月に幼稚園に入った娘とともに
講師として出演した
「女性のグローバル
な活躍のためのワー
クショップ」で、学生
の質問に答える
ほそや・あおい
専門は植物考古学、民族考古学。地球研プロジェクト研
究員（2007-2011年度）、京都大学GCOE研究員（2012
年度）をへて、2013年度から現職。論文に「東アジア先
史時代の食用植物加工技術」（2013 岡内編、同成社）、
「The ‘Routine-Scape’ and Social Structurarisation」（2014, 
Geografisca Annaler）など。
＊1 農業が環境を破壊するときーユーラシア農耕史と環境（2010年度終了）
＊２ 東アジア内海の新石器化と現代化：景観の形成史（2011年度終了）
11大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
連載
＊1  IPCC: Intergovernmental Panel on Climate Change  （気候変動に関する政府間パネル）。人為起源による気候変化、影響、適応および緩和方策に関
し、科学的・技術的・社会経済学的な見地から包括的に評価することを目的に1988 年に世界気象機関（WMO）と国連環境計画 （UNEP）により設立。
所員紹介 —— 私の考える地球環境問題と未来
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1953年から2008年までの生物季節変化（全国平均値）
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生物季節、生物分布に現れる変化の兆候
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生物季節の変化予測から見える未来
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温暖化の影響を大きく受ける日本の生物
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IPCC から Future Earth へ
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????????Future Earth?????
???????????????????
???????????????????
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未来を知って、未来を創る
温暖化影響研究と
Future Earth
大西有子
（Future Earth 推進室 助教）
おおにし・ゆうこ
■略歴　オーストラリア国立大学（修士）、オックスフォード
大学（博士）、国際連合食糧農業機関（FAO）、東京大学生産技術
研究所、国立環境研究所などを経て、2014年4月から現職。
■専門分野　生物地理学、保全生物学
■研究テーマ　地球温暖化の生物多様性への影響
■趣味　旅行、京都の祭りめぐり
■室長からひとこと
谷口真人（地球研教授）
今年４月に Future Earth推進室に加わった大西さん
には、IPCC関連業務や国際機関での研究経験を生か
して、FE研究の推進に大いに活躍してもらえるもの
と期待しています。ところで地球研の桜が咲かなく
なる可能性はいつごろ？
2014年5月には地球研で第２回Future Earth in Asia
セミナーを開催（右から二人めが筆者）
春の開花と発芽は早くなり（左）、
秋の紅葉と落葉は遅くなっている（右）
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連載
百聞一見──フィールドからの体験レポート
世界各国のさまざまな地域で調査活動に励む地球研メ
ンバーたち。現地の風や土の匂いをかぎ、人びとの声に
耳をかたむける彼らから届くレポートには、フィールド
ワークならではの新鮮な驚きと発見が満ちています
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中川千草プロジェクト研究員
資源管理における
「知」の当事者
なかがわ・ちぐさ
専門は環境社会学、地域社会学、民俗学。研究プロ
ジェクト「地域環境知形成による新たなコモンズの創
生と持続可能な管理」プロジェクト研究員。2012
年から地球研に在籍。
天日式塩づくりの準備
左・作業場へ向かう女性たち
右・天日式をすでに導入しているB地域の組合員と筆者（後列中央）
13大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
連載
＊1  ベトナム国家大学ハノイ校。
＊2  木の中心まで小さな穴を空けて、木のコアを採取する道具。
樹木の成長に影響を与えずに年輪のサンプルを得られる。
???????????????????
?????????
????????????????????
???????800??????????
???????????????????
???????????????????
????????????????????
???????????????????
????????????????????
????????????????????
???????????????????
??????????????????
???????????????????
???????????????????
??????????????????
???????????????????
??????????????????
???????????????????
??30???????????????
???????????????????
??????????????????
????????
????????????????????
??????????????????
???????????????????
????????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????
??????????????????
???????????????????
??????????????????
??????????????????
???????????????????
??????????????????
????????????????????
???????????????????
???????????????????
??????????????
２日歩いてたどり着いた「当たり」の山
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老齢木を探しだす嗅覚と経験
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佐野雅規 プロジェクト上級研究員
原生林に残存する
老齢木を求めて
さの・まさき
専門は古気候学、年輪年代学。研究プロジェクト
「高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気
候変動に強い社会システムの探索」プロジェクト
上級研究員。2013年から地球研に在籍。
古気候データの充実化
──アジアモンスーンの動態解明に挑む
年輪のサンプル
採取のようす
ギニア
ベトナム北部
村人と歓談しながら夕食のネズミ
が焼けるのを待つ筆者（右端）
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シンポジウムの報告
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都市・地域の未来可能性
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都市の進化経路の理解に向けて
???????????????????
????????????
????????????
都市人口が世界人口の過半を占め、「都市の
世紀」とよばれる時代に生きるわれわれは、
都市の魅力を享受しつつ、どのような都市
を構築すべきか問われている。本シンポジ
ウムでは、インダス、メソアメリカ、地中海の
各都市について、過去と現在を頻繁に往復
する議論がなされた。そして、人びとの世界
観、生態環境というキーワードのもとに、都
市をめぐる未来可能性に向け、根源的な都
市の魅力と都市ネットワークの潜在力を活
かす方向性が示唆された
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都市ネットワークと生態環境
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歴史的視点から都市の未来可能性を探る
?????????????????????
報告者●内山愉太（地球研プロジェクト研究員）
文明の基層：古代文明から
持続的な都市社会を考える
2014年5月31日（土）  13:00-16:30
千代田区立日比谷図書文化館
〈参加者：約200人〉
主催　総合地球環境学研究所／京都大学学術
出版会／大学出版部協会／活字文化推進会議
講演１●インダス文明
ネットワーク都市
　――中央集権的文明観をくつがえす
長田俊樹（地球研名誉教授）
講演２●テオティワカン
中米最大の計画都市はなぜ生まれ、滅んだか
杉山三郎（愛知県立大学教授／アリゾナ州立大学教授）
コメント●水都ヴェネツィア
交易都市から文化都市へ
陣内秀信（法政大学教授）
討論●「都市文明の未来可能性」
コーディネータ ：ー阿部健一（地球研教授）
パネリスト：杉山三郎、長田俊樹、陣内秀信
討論の終盤には、地球研のメガ都市プロジェクトのリーダー、村松伸（右から二人め）も登
壇し、巨大都市に対する、生態環境および歴史の将来にわたる影響が議論された
15大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  総合地球環境学研究所報「地球研ニュース」
庭に惹かれた著者は、研究
として分析するだけではな
く、ついには、庭師への弟子
入りを果たす。
　二つめは京都の庭の分析である。圓通
寺の庭、重森三玲の庭、植治の庭、小堀遠州
の庭が、建築史的、庭園史的、文化史的な側
面から分析され、同時に、その庭や庭の作
者との出会いもふり返られる。
二分法では理解できない自然観
　フランスでは、自然と文化の二分法を再
考する動きが人文学の分野で進んでいる。
冒頭に紹介した『人間科学としての地球環
境学』で、オーギュスタン・ベルク＊1は、和
辻哲郎の『風土』の読み直しをつうじて、環
境を主体と客体の二分法では分けられな
いものとして捉えている。
　コレージュ・ド・フランスで教鞭をとる
文化人類学者のフィリップ・デスコラ＊2は、
『Par-delà nature et culture（自然と文化を
超えて）』などの著作において、トーテミズ
ムなどをつうじて、自然と文化を截
然と分かたない文化を理解するこ
との今日的意義を強調している。
　庭師・思想家のジル・クレモン＊3
は、動く庭（le jardin en mouvement）
の概念を提唱し、植物の播種や遷
移をいわば植物の主体的行為と読
み替え、庭という人為のなかにどう
取り入れるのか、あるいは、そのよ
うに捉えたときに起こる、「庭」という概念
の問い直しを行なっている。
実践を通じて探ろうとする
〈わたし〉の記録
　マレスは本書で、「私の頭の中で庭は人
工か、自然かという二分法しかなかった。
無意識のうちに、文化と自然が対立するよ
うな単純な世界観が身についていた」と書
いている。しかし、彼は作庭の作業を行な
うなかで、「その対立を超えた、第3の道が
あるかもしれないことに気がついた」。
　マレスはベルクが編纂した日本庭園に
関する事典づくりに参加し、また、論考の
日本語訳を行なうなど、クレモンとも共同
作業を行なっている。自然と文化の再考
の第１世代をレヴィ・ストロース（Claude 
Lévi-Strauss）とするなら、ベルクらの第2
世代を経て、マレスはその次を担う世代に
属するといえる。自然と文化は二分法で
分けられるわけではない。また、それを乗
り越える道を見出すのも簡単ではない。
ここに書かれているのは、庭師に弟子入り
し、実践をつうじてそれを探ろうとする、
〈わたし〉の記録でもある。
　最後に、蛇足かもしれないが、本書の日
本語について。本書は日本語をオリジナ
ルとして書かれている。一文ごとに新し
い話題が書かれ、次つぎと視点が移り変
わっていく。そのさまは、まるで、一足運
ぶたびに、めくるめくあらたな風景が見出
される日本庭園を歩くがごとくである。
彼は、日本の庭からその文体の秘密をも盗
み取ったのであろうか。
『縁側から庭へ』
エマニュエル・マレス
あいり出版、2014年
晴れときどき書評
『地球研ニュ スー』には、所員が自著紹介する「出版しました」のコーナーがありますが、
この新コーナーでは、地球環境学にかかわる注目すべき本、
おすすめの本、古典などを幅広く取り上げて紹介します。
寺田匡宏 （地球研特任准教授）
　私は、『地球研ニュース』（43号）で、立本
成文編著『人間科学としての地球環境学』
（京都通信社、2013年）を紹介したことがあ
る。そこには、哲学研究の鞍田崇（2014年3
月まで地球研に在籍）が、かつて地球研で
行なわれたシンポジウム「人は
花をなぜ愛でるのか」に寄せて、
「環境を語る人は多いが、それを
〈わたし〉のこととして語る研究
者は少ない」と、いらだちにも似
た述懐を寄せていた。
京の作庭の美学に魅せられた 
若きフランス人
　なるほど、〈わたし〉も地球環
境の一部なのだから、地球環境
について語るとしたら、まずもって「人は」
ではなく、「わたしは」として語らなくては
ならない。とはいえ、説得力をもってそれ
を語ることはむずかしく、うまく語ること
ができる研究者がそれほどいないことも
たしかである。
　今回紹介するのは、それに呼応するよう
に出版された一冊である。庭という環境
をあくまで〈わたし〉の視点から、しかも学
術的姿勢を手放さずに記述した〈語り 
narrative〉である。
　著者のエマニュエル・マレスは1978年
フランス南部のニーム生まれ。パリの国
立東洋言語学文化学院で日本語を学んだ
のちに来日し、縁側に関する論文で、京都
において博士号を取得。奈良国立文化財
研究所などを経て、現在は、地球研で『地球
環境学事典』英語版の編纂の仕事などを行
なっている。本書はそのマレスの第１冊
めの著書にあたる。
　本書のテーマは庭である。大きく分けて
二つからなっている。一つめは著者が、ど
のようにして庭と出会ったのか。それは日
本文化、あるいは京都という都市との出会
いでもあるが、その数かずの出会いが──
いくぶんかのパセティックな香りを交え
て─ ふり返られる。京都で庭、あるいは作
新連載
＊1 Augustin  Berque 
＊2  Phillipe  Descola 
＊3   Gilles  Clément
比叡山を「生け捕った」圓通寺の庭。
地球研から歩いて数分の距離にある
（写真提供：エマニュエル・マレス）
Emmanuel Marès
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本誌の内容は、地球研のウェブサイトにも
掲載しています。郵送を希望されない方は
お申し出ください。
本誌は再生紙を使用しています。
編集後記
　梅雨も明け、本格的な夏を迎えました。地球研
のある京都では今年、祇園祭のハイライト、山鉾
巡行の後祭（あとまつり）が49年ぶりに復活する
とあって、たくさんの観光客で賑わっています。
　前号から、表紙写真について撮影者が思いを綴
る「表紙は語る」という新コーナーを設けました。
表紙写真は、地球研で毎年行なっている「地球研
写真コンテスト」の応募作品から選出しています。
所員たちが世界各国で撮った思い思いの写真をお
楽しみください。
　また、今号から特集ページを増やしましました。
より深く、読みごたえのある特集をお届けします。
特集１「プロジェクトリーダーに迫る！」では、今
年度からフルリサーチ（FR）を開始した気候適応
史プロジェクトの中塚リーダーにインタビューし
ています。特集２では、7月に開催した「リモート
センシング・ワークショップ」について、その成果
や効果を発表者へのインタビューをもとに検証し
ました。新連載「晴れときどき書評」では、幅広い
ジャンルから、地球環境学にかかわる注目すべき
本、おすすめの本、古典など、所員が読者のみなさ
んにお薦めしたい一冊を取り上げて紹介します。
　次号では、地球研の夏恒例のイベント「地球研
オープンハウス」のようすを、たくさんの写真と
ともにふり返り、リポートする予定です。どうぞ
お楽しみに。
　各所で厳しい暑さが続いていますので、みなさ
まも熱中症などにはご注意ください。（編集室）
表 紙 は 語 る
ヒンドゥー教の聖地、
バトゥ洞窟を満たす神聖な祈り
本田智子（管理部総務課企画室企画広報係員）
　マレーシアの首都クアラルンプールか
ら北へ13kmのところにある巨大な洞窟、
バトゥ洞窟（Batu Caves）の写真です。
　2013年3月にマレーシアで開催された、
地球研およびモナシュ大学サンウェイ校
主催の国際会議「Climate Change & Natural 
Disasters in Asia: Emerging Food Security and 
Eco-Health Issues」に事務職員の海外研修
の一環として同行し、同会議のエクスカー
ションで訪れたさいに撮影しました。
　バトゥ洞窟は、インド系マレーシア人が
信仰するヒンドゥー教の聖地として多く
の人びとが参拝に訪れます。また、私たち
のような観光客が訪れる観光スポットに
もなっているようです。
　洞窟にたどり着くまでには、272段もの
階段をのぼる必要があります。頂上まで
のいたるところに、守り神かのようにたく
さんの野生のサルがいました。
　苦労してのぼった先に、これまた巨大な
鍾乳洞があり、外から差し込む光との陰影
がとてもきれいで感動しました。天井ま
での高さは100メートルほどあるそうで
す。洞窟内は幻想的な雰囲気でした。自然
がつくりだしたこの空間に、熱心に祈祷す
る人びと……。神聖な気持ちになりました。
撮影：2013年３月16日
マレーシアのクアラルンプール北部　バトゥ洞窟
＊表紙の写真は、「2013 年地球研写真コンテスト」の応募写真です。
＊おわびと訂正
2014年5月発行『地球研ニューズレター48号』の3ページの記載に
誤りがありましたので、おわびして訂正いたします。
誤）半藤●もっとも、「地球のためにはむりをすべき」という江守さん
の意見もありましたが。
正）半藤●もっとも、「地球のためにはむりをすべき」という意見もあ
ると思いますが。
